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仕 様

測 定 方 式

測 定 精 度

測 定 範 囲

反射 光式 (入射 光式 可能 )

土%絞 り
高輝 度 EV8～ 18(A S A100)
低 輝 度 EV-2～ 8(As A100)
糸勺30° (月更身寸)ヒテt)

-6～ 23
6～ 12,000
9^´ 42

Fl´V64

30分～%ooo秒
8～ 64f/s
K==1.3  C==25.5
92〉く58〉く36mln

210g

1.0位置調整
露 出 1:|は 光 を完 全 に遮 断 し

たと き、 lli,十〔)は Iし く 0
を示 さなければ正 しい測定

がで きません。使用す る前

に次の方法で 0位置 をチェ
ンクして くだ さい。

検査方法 :L-218型 は高感
度のため、光を完 全に達断

す ることが難 しいので、電

池 を外 した状態でチェ ンク

します。電池 を装損 しない

で スイッチボ タン③ (以 下

名称は 2頁各部名称参照 )
を押 します。指全ホ⑬が零ポ

イン ト⑩ を示 さない場合は

スイッチボ タン③ を押 した

ま 、ヽ裏面の零調整ネジ②

を ドライバーで静かに左右

に廻わして指針⑩ を零ポイ
ント② に合わせます。

2.パ ッテリー
バ ッテ リーはJIS記 号 H―
D型 (ナ ショナルH― D、
その他)水銀電池 を使用 し
ます。普通の使用量で 1年
半程度の寿命ですが、長期

間使用 しないときには,腐餃

を防 ぐために取出 しておい

て くだ さい。電池室キャ ン

プ④ は硬貨で開閉 します。

パ ッテ リーチ ェック :ス イ

ッチボ タン③ とバ ンテ リー

チェ ックボ タン④ を同時 に

押 してバ ノテ リーチェ ック

マーク⑮ の範囲内 を指針⑭

が示 さない場合は電圧の低

下ですか らバ ンテ リーを交

換 して くだ さい。

受 光 角 度

E V目 盛

ASA目 盛

DIN目 盛

絞 り 目 盛
ン ヤ ツタロ盛

シ ネ ロ 盛
較 正 常 数

サ  イ  ズ
重     量

3



i.ASAナ ンバーのセット

3.シ ャッタ スピードと絞り
ラ イ ト | |‖和1つ tわ lt i三 II タ イ ′ ′| フ イ

| |||ヽ {1● 11` ダイ ′ ,レ オ|:1票 131i r)オ )

せ■ 」 そ (′ )tき t′ )1,出 lI)、 ノク

1 盛(5ヒ 糸交り ||サ麻(6ν )利 [r口 )11に な
′)il l  'メ ,`〔 υ)fケJこ 11 , イ トlllヽ 8、

ASA100 ξ F 2 k秒 、F28 11秒
―  な `ヒ ξ J  シ ヘ ッタ|||● |)li 4:
「‖■ |)り |′ ン` トカ=12小少1り  |で 、「 1′ レヾ

|(力・[) りll′ レ` ドがう〉:1lf立 こ ,
ら 。 2倍露出 : タ イ ′ 'レ 指標(loυ〉ノ1:
イiに ′,る 1を  2表 示 liそ れそれ露出
を 1段 ||I Ll」 り‐ジVり る場 r)と 、 1段 粘
ナ|(ヵ lさ せるり場 r)に「tサ llし ま

` 
二の

tヒ き(Iダ イ ′′ル脂 1票(10に rヽわ |よ るft
り(11し ては 2に ラ イト|11111'た r)わ
せ ま す

ノイルノ、t′ )ASAリ ンバ  (感 た度寸|:放 )I A S A tlJ換 ノ
ξASAII喘 窓の llI線 LASA‖ 幣110を rヽ わ tど ま■

ASA目 盛の中間値

言詈 詈言 督首 詈言 =層  =筐  三霞 8' 8紀
 88 8∞

2.H・ Lの切換と測定
′i外 など |り ]る tサ場,り「cの ,HJ′上には IIItt Llり 換 スライド(2)を ノ:,ぃ 、,は い (1り J
換えま ; 妥光「‖

“
Ⅲを被 り:体 に向け ξスイ ッア,ト タン1,)を 夕||し 、オ旨タト10か

|liま るのを確認 してか′,ホ タンを放 しま よ |1再 llt t J換 表″

“

41は「H Jtiな ,

(ヽ ′ヽ6t口・ こ ; か ら、 ′ヽ フ クさ ,1ノLfllIラ  イ ト|||■ u`υ )′ ィヽ レ ン シ・ (11-
21)β川を「ti「ズリ 資■  「 HIノそ′]ヽ こrlが lヵ (′ 1な い

'場

イ)(11ス ライ |● たイil‖
｀` り11い ti切換 え ご「 LIノそ′Jヽ にし 1可 し要市::● i貝 Jり rて しごロー レンシ(1
～ 11)御可υ,Hャヽた,洗」Rり ま :

ミ12)イ彗夕可′)ヒ

物行ぃヽ

4.シ ネ ロ盛

- ―

,た

'll,去

及 じヾ #叫 ′L,■ 1ス ″  ル カ メ ラ (  1せ υ)描 i tl′ )oわ り場 r)`ヒ くす(||」 し 01
シ ネ ll:与 :多 Cは J、′数 に kl十 ろ絞 り l111(D在 洗取 り ま

'~ 
レ キ Lラ  81に

16 f s、   シ ン ク 'レ 8 ‐ ス ー ハ ーー 8 (■ 18f s力 'I‖ 'lf■
,ス′It ご ●

5。 入射光式と反射光式の切換

反 射 光」ヽ ll定 の と き に は 受 光 部① の 人射 光川 ス ラ イ ド〇 を「 HJ側 に tl」 換 え

直 接 受 光窓 た出 し ま よ 人 rl l光 」い ‖,上 に は 人射 光サllス ラ イ ド枠 を 「 L]人

示 側 に tlり 換 え 、 ス ラ イ ド存 liし て
'貝

」定 し ま ; 人射 光サllス ラ イ トo11111ノそ

1白 iを 「,′ 〉 被 写 体 と 1可 じ 条 fl1 0受 たす る よ うに 言セli lさ れ ξい ま ■
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|.入射光式と反射光式

露 |11):卜 に は

'則

定 方式 で 大 り14る と 人身寸光式 と反 身1光式 が あ り ま す。 L-218
型 は ス ラ イ ドワ ー ク に よ り両 方使 い 分 け る こ と が で き ます 。

入射光式測定

人月1光 itば
'と

き
入射光用スライト0を L131

人身寸光式 の 測 定 は 被 Jメ f本 に
｀
1る

光 壇 を直 接 711り ます _被 写 f卜 は
り1る い 色 、 ロキい 色 、 光沢 |“ 、 マ

ン トl角 iな ど固 有 の 反 射 率 を モリっ

て い ま ;~が 、 この 反 身1率 に ノEィ i
さ れ ずに被 写 体 に

Jlる ｀F均 光 量

を 直 接 測 り ま す の で 、標 準 の 反

身1率 を も )́夕支
=メ

f本 を涸」る上場合 に

は リトギ|:に flJ不」で す。

特 に室 内 撮 影 な ど 、 光源 が幾 つ

モリあ り、 ライテ ィングが複雑 な被写 f本の ときにはで きるだけ被写 f本 に近寄
って入射 光式測定 をす ると 1卜 しい露出を求めることがで きます .

反射光式測定

反身1光■lr)と き

入射光用スライトCを H柳 1に 人身1光式に女|し て被写 f本 に｀1っ
てはね返 って くる光を浪」る方式

で、 EE、 TTLカ メラなど t,
構造 11反射 光式 をとっています

L-218二Jが こオ■等 1/Nl l蔵露 lll lilと
違 うギ1は撮影意 |ス lに 合わせて被

'j:体
の露 l11を とらえることがで

きることです。反射 光式では前

述 した被写体の l ll有 反射率に影

響 されますので、同 じ明 るさ こ

モリ

'則

る 半りの に よ っ て

'十

の ljxれ が違 い ます 。 ま た撮 影 す る画 角 内 に極 端 な |り |

る い 光 が 入 っ た り、 人物 撮 影 で 青空 を バ ンク に す る場 合 な どで も露 出 の 結

果 が 大 き く変 り ま す 。 前 景 や 人物 に露 出 を 合 わ せ る に は 明 る い 光 、 吉空 か

らの 光 が 人 ら な い よ うに測 る必 要 が あ り、 従 っ て 反 射 光 式 露 出 計 で は 測 定

角 と測 定 位 置 が 重 要 な ポ イ ン トに な り、 露 出 の 測 り 方 を マ ス ター す る こ と

が lIし い 露 出 を求 め る Lに 大 切 で す .

2.カ メラ位置からの測定と被写体位置での測定
反射 光式で も入射 光式でモリ露出の 7111,Lに は被写体位置で測る方法 とカメラ

イ立置から,貝1る ノブ′去とがあ ′)ま ―十̀

ポー トレー ト撮影 :

カメラ位置 からの測定  曇天及びカメラ位置 と被写体位置がと t,に ‖光
に 11っ ているか、 11陰である場 イトには人射 光式で もカメラ位置で測 ること
がで きます。 この場 r)、 人射 光枠の受け方は被写体 と同 じ条件で 光を受け

る ように しなければなりません
`,

反11光 」ヽ の場 合は常に山角内の r`均値 缶 lllり ま
`~か
らで きるだけ人物の顔i

4引 1,て 測 ります。 人物のバ ックに ,l・I空 、白力べ、キラキラす る水 Iniな ど
か・サ,´

"ィ
)に はパ ックの影響 を避 けるために、人身l光式で測 るか次に述 ン

ィ|タセ17:f本 位置での ,!l」定 方ェくをと りま すぃ

カメラ位置からの反外1光ま:測定

ヽ

ｎ

ｌ

ｌ

′

″
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カメラ位置 での入射光式測定



被写体位置での測定

明 る 0ソ ヾノクの 人物 、 トー ン が la■端 な 着 物 の 人物 な ど を反 射 光 式 で 測 る場

合 は IIIt tιイ立 l17iか ら lllけ る と バ ックの llllる さ が露 lll::[の llrcれ に 影 響 を り え るの

で 、 こ れ を避 け る た め に 人物 か ら 10～ 15cm程 近 づ い て 測 り ま う. 般 に 人

物 は 顔 が ポ イ ン トに な り ま す の で 顔 に露 出 を 合 わ せ ます 。 この と きは 、 平

均 よ り倍 の iり 1る さ を測 っ て い る こ と に な り ます の で 、露 lLを 2倍 に して く
だ さ 。ヽ ぃ 逆 に シ 、′ドウ を .l11,て ハ イ ラ イ トを と ば す 方法 モリあ り ます が 、 い

ず れ に して も 自 分 や メ ー ター の 影 が ll」 定 部 分 に 入 ら な い よ うに 注 意 して く

だ さ い 。 室 内 で 人射 光式 測 定 をす る場 合 に は 必 ず 被
′
り体 に 近 づ い て測 り ま

す ぃ 室 内 の 光線 は ち ょっ と した 位 置 、 方向 で 大 き く変 り ます の で 人物 の 向

き を忠 実 に測 る よ うに 気 をつ け な け れ |∫ な り ませ ん 。

逆 たの 人物 を反 身1光式 で
'Itlる

場 合 に は パ ソクの 光 が 人 ら な い よ うに近 奇 っ

て 人物 を測 り ます .入 射 光式 で は 受 光部① を完 全 に
「
前 に向 け て シ ャ ドウ

「‖
`の
露 出 を ,則 ′)ま ■ _

バ ンク と 人物 の 口

'Iる

さが 16:11■ 11ひ らい てい る と 人物 は完 全 に シ ル ニ ソ

トに な り ます 。

静 物 、 動 物 の 写 真 1,基 本的 に は 同 じ 方法 で 測 り ます が 、 ポ ー トレー トの 顔

の よ うに露 |11を 合 わ せ る基 準 が あ り ませ ん の で 、 ス テ ン レ ス 、 黒 い 着物 の

よ うに極 端 な 条 件 の 被 写 体 を 入射 光 式 で 測 る場 合 に は補 正 す る 必 要 が あ り

ま
―
;

∵●ヽ「
■,1■■出i   `・

|:軍
1響
‐々■||ltヽ , 1 :言

室 内の ヽ月lt,I]lT こ言う
た1+被 Flt r tを 青ける|,
1 日11,,″

9

風景撮影 :

前述の i fjり 被写体位 illiと カメラ位卜
′:が IJじ 光線 1人態の場 合には人射 光式で

1‖ ,Lす る方が使不可です.反赤l光」(ひ |IIの「た率泉、 ′fiサ 11糸泉、 レ古口lTし f,な どか ら
た■1:を お‖ると きには |り |る ヽヽフ檀が,11,tヂ

`]17Nl t i入
り1也 11の 被つj:千本の露 |11が イく足

` 
な ′,易 ヽヽの で、 受光湘てDを 1也｀

「
紡tと 足ソこの lll:1に FJ(}て llJり ま す_ また

、イ スυ)か か ,た 風 場:ひ はち～ l Fν
=111を

tlJり つ y,る か、 フ イルターを,t
,(ノ ラ フトを写 r〔 になるの を防 ぎま ケ

3.コ ントラストの大きい被写体の測定
′ン トラス トの 人きい被写体の場 イ)、 その F`1/」値で rヽ わせる方法 と |り |る 0ヽ
′ブか|イ い /7の どちらかに露出を合わせ る方法があ ります

ライ トパランス法 :入射 光式でも反射 光式で モリ被 り:体のハ イライ トとシャ
|ウ のみ をそれぞれ近づいて測 り、両 者の中間に露出を合わせ ます `.17/1え
(|′ イヽ ライ トが ライ トII喘誕:う 13、  シ、 |ざ ウが16~0あ  ,た よ場r)に ti 14と 15σ )
|:|||{iダ イ ′́ル1旨標CD/r合 ゎせ まJヽ またカラーフ ィ

'レ

ノ、では ラデーデ可―

| り'■ ヽヽたy,に 口j極端υ)色 をきオlい にチ
`色
さオlる ことに無理 があるの 0、

IL),li ‖ケ|‖ 1を 変 えてコン トラス トを小 さく する li人 をするか、次の方法 を
11)LJ
ハイライ ト・ シャ ドウ法 :シ 、 ドウにホ イン トをお く写 真では最 t,ロキいド‖;

う,4'え 41光」てで測 り、 1旨 fl①の ライ トl l ttllう に却1白 フ ィルノ、で 3、 カラー
ノィ

'し

ノ、こ2を フラスして ダイア
'レ
す旨標〇 に合わせ ます  最 モリ暗い |‖

`分
は

,,出 ′ンターになるが令 f本 にシャ ドウ部に露出のあった写 真になりま う_

1´ klに ′ヽ イライ トが lFr要 なときはハ イライ ト部 を測 り、その ライト‖電粕こう

ケi,11lrIフ イルノ、で 3、 カラーフ ィルノ、で 2を りいて露出を合わせます .

市,1,|り |る ■ヽJ`分 ti,■ |11オ ーバー orIく とびま 4が 、 ハ イライ ト「‖
`分
に ,訂lr

')|,:t′〉った写 真になります .

4.非常に暗い場所及び夜景の測定
1′  レンジにtlJ換 えてt,flが振′■ない場合には ASAHI神ODを %に したの
′, 被与体 1白 iに rit｀ れ、をiriぃ て15～ 20cm不 '1の rill雑 から反身寸光式で,則 りま ;‐

10



●使用上の注意

1 長時間湿気の 多い場所 に置かないで くだ さい。
2 60℃ 1■ !■の場所にメー ターを置かないで くだ さい。

3 ショックは さけて くだ さい。
4. 長期‖同使′I:し なヽヽでお く場 合に 1ま ガく銀電池 をIⅨ りl・liし
いよ うに本の箱などに入れて保存 して くだ さい。 尚、

暗 い室内の撮影

暗 い 室 内 で は Iり lる 0ヽ

部 分 に受 光 劇① を向

t十 て ,則 り、撮 影 意図

に 合 わ せ て 補 正 して

く だ さい .,

″」え ば ス タ ン ドの 明

り を測 っ て 、 こ の 露

lliを lFそ 階 r'´,1曽 し

て い き ます と 、「 E I11

を増 す に 従 っ て 室 内

の

“

キい 部 分 に も露 出

が 合 い 、 そ れ ぞ れ違

っ た 写 真 に な り ます 。

作 例 で は 人物 も充 分

に測 定 で き る 明 る さ

で す の で 人物 に受 光

部 を 向 け て 露 |[1を き

め て い ます 。 カ ラー

フ イ ル ム で は 光 源 と

フ イ ル ム タ イ プ に よ

っ て 糸占果 が 大 き く変

り ま す 。

湿気を与 えな

スチール製の箱

村Lの りl l11し は さけ て くだ さい 。

5_水 銀 電 池 を電 池 室 に 入 れ る時 は 接 触 不 良 を 防 止 す る イうに電 池 と接 点 を

乾 い た 布 で 良 く拭 い て くだ さい 。

6 水 銀 電 池 や 接 点 に電 池 の 排 気 ガ ス に よ る rl色 の 粉 末 が付 着 す る こ と が

あ り ま す が 、接 触 不 良 の 原 因 と な り ま す の で 乾 い た 布 で 良 く拭 き と っ

て くだ さい 。

11
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歯環量生コパJL
東京営業所0〒 105

大阪営業所0〒 541

名古屋営業所0〒460

福岡営業所0〒 812

札lt営 業所0〒060

広島営業所●〒730

11L台 営業所●〒980

本 社・工場0〒 174東京都板橋区志村21620

1繁進、[協 Br7

半
コ
i′負否う:皐

0〒W東京都新宿区市ケ谷田町3■新杵ビル
“

鬱69ン 24～ 4

東京都港区芝西久保桜サ1町 7(23森ビル)03(503)3891(代  表)
大阪市東区本町225        06(251)1621(代  表)
名古屋市中区大須3巧 10      052(262)4471(代  表)
福岡市博多区奈良屋町120     092(281)1947(代  表)
札幌市中央区南2条西11(安藤ビル)011(221)8707(代  表)
広島市富士見町11■ 0(第 21山波ビル)0822(46)0481(代  表)
仙台市一番町1■ 30(睦屋ビル) 0222(27)0725(代  表)

03(965)lHl(大 代表)


